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○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

コメント

４：

80％
以上

○生徒・保護者
　アンケート
・「教員は学習指導を
　工夫・改善している」
・「教員は評価・評定の
　方法を生徒に十分
　説明している」
・｢教員は評価・評定を
　適切に行っている」
…との質問に対して
「そう思う」・「やや思う」
と答えた合計の割合

１．生徒会本部では、学力向上やあいさつ
運動によるいじめのない明るい学校作りの
ため、また、各専門委員会では学校生活を
よりよくするために、自主的な生徒会活動

を進めることができた。

２．スクールカウンセラーは全校生徒面接
を行い、また、学級担任は生徒の毎日の記
録に目を通して返信し、日常的に情報収集

と生徒理解に努めている。

○生徒・保護者アンケート
・「生徒会活動や委員会
　活動は充実している」
・「学校行事は生徒にとっ
　て楽しく充実しいている」
・「教員は相談事や悩み
　について親身に応じて
　 いる」
…との質問に対して
「そう思う」・「やや思う」と
答えた割合の平均値

１：
60％
未満
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４：
80％
以上
３：
70％
以上
２：
60％
以上

①生徒・保護者
　アンケート
・「生活態度が向上
　している」
・「学校はいじめ・暴力
　のない学校づくりを
　行っている」
・「教員は同じ方針で
　生活指導を行って
　いる」
…との質問に対して
「そう思う」・「やや思う」
と答えた合計の割合

②不登校生徒出現率

特
別
活
動
の
活
性
化

生徒一人一
人の自主性
や自立性を

育みながら生
徒会活動の

活性化を図る

生徒との面談及び交換日記、スクールカウ
ンセラーによる全校生徒面接を通して、教
育活動の土台となる生徒理解を深める。

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。

地域や関係諸機関の行事やイベントに積
極的に参加して、地域の人々との交流を大
切にするとともに地域に貢献しようとする生
徒を育成する。

◆「これまでの取組」の分析が明確で、改善策も具体的にl記載
されているため、評価は適切だと思います。

◆個々の学力向上のために、一人一人にきめ細かく指導して
いる様子がうかがわれる。

１．定期考査や面談を機会に、学習計画表
や学習カルテを活用し、生徒一人ひとりに
学習の仕方やつまずきに対する指導を行う
ことで、学力定着の向上を図っていく。

２．到達度に応じた目標を持ち学習に取り
組むため、習熟度別少人数授業（数学・英
語）と学力向上教師によるティームティーチ
ング（国語）を行い、今後も習熟度に応じた
支援を行い学習目標の達成を目指してい
く。

３．基礎学力の定着が十分でない生徒に
対応するために、放課後と土曜日に補習
教室を行い、丁寧な指導により基礎学力と
学習習慣の定着を図っていく。

４．コミュニケーション能力育成のため、
英語の授業ではＡＬＴの活用を図り、総合
的な学習の時間では外国の方を講師に招
き、文化的な相互理解を深めていく。

５．大田区学習効果測定などの学力調査
を分析し、指導の重点項目を明らかにして
指導方法の工夫・改善をまとめた「授業改
善推進プラン」を生かした授業を行う。

６．言語活動の充実を目指して話し合いや
発表の場を設けた授業を行い、ＩＣＴを活用
し生徒が主体的に関わりながら理解する授
業を行うことで、アクティブラーニングを実
践する。

◆今のいじめは、目に見えないところで起こっているので、いじ
め防止のさまざまな取り組みが必要だ。教員間での意思の疎
通が図られていて良い。

◆生徒にとって、部活動は学習以上に重要かもしれない。マラ
ソン大会も、努力が結果として表れるので、努力し易いといえ
る。スポーツだけでなく、文化系の部活動もあり、個々の資質
に合った部活動に参加できるのは良い。

◆ICT機器の導入により、生徒はゲーム感覚で学習でき、学習
能力が高まると思われる。「見合う授業」は、指導力向上のた
めには非常に良い取り組みだ。

◆左記２，３，４，５につきましては、保護者会を含め、外部に伝
わりにくいかと思います。他の大項目についても言えることで
すが、学校のホームページを活用し、積極的に情報発信される
ことを望みます。

◆中学生は、小学生と異なり、地域の行事に係わることが少な
い。本校は、生徒会を中心に様々な地域行事に積極的に参加
している。地域行事での生徒の様子を見ると、自ら進んで与え
られた役割を想像以上にこなしていて、参加者から賞賛されて
いる。このような生徒が多くなることを期待しています。

１．小学校からの生活スタンダードを引き継
ぎながら、これからも「みだしなみ、そうじ、
あいさつ、じかんをまもる」の「みそあじ」を
基本として、学校のきまり、社会のルール

を身につけさせる。

２．道徳教育の指導充実のため、校内研修
では道徳について研究授業を行い、授業

の進め方や評価について研修した。今後も
道徳の教科科に向けて、指導と評価につ

いての研修を行っていく。

３．学校生活調査の活用により、ストレス症
状や自己有用感について確認したり、Ｑ－
Ｕ調査により、集団内での承認や非侵害に
ついて調べることで、これからも課題のあ
る生徒について教員が共通理解をはかり

ながら組織的に対応していく。

４．いじめの未然防止のため、道徳教育や
人権教育を充実させ、生徒会のあいさつ運
動などいじめを生まない明るい学校環境を
作る取り組みを行った。また、ＳＣの全校生
徒面接や教育相談週間の活用により、いじ

めの早期発見に取り組んだ。

５．問題行動や不登校に関わる生徒への
対応では、学年会や生活指導部会で情報
を共有して対応し、難しい問題に対しては
ケース会議を実施して問題の解決を図る。

６．教員は休み時間など日常的に生徒と会
話しながら信頼関係を構築している。観察
や情報収集を通して生徒のよい所を認め、

自己有用感を高めている。

１．各学期におこなう授業公開日には、保
護者から頂いたご意見をすぐにまとめて教
員にフィードバックし、授業改善に生かして
いる。多くのご意見が集約できるように、授

業公開日への参加を呼びかけていく。

２．各教科の教員は夏期休業中の授業改
善セミナーに参加して授業力向上のための
研修を行っている。校内では「見合う授業」
による教科を越えた研修を行い、授業力向

上を目指していく。

３．おおたの教育研究発表会をはじめ、区
内小中学校の研究発表会に全教職員が1
回以上参加しているので、その発表会にお
ける成果を自身の授業改善に生かしてい

く。

４．ＩＣＴサポーターの協力の下、ＩＣＴ機器の
活用手段やＩＣＴ機器を利用した授業の構
成などに取り組み、生徒の学ぶ意欲の伸

長を目指す。

５．校内委員会を兼ねた生活指導部会で、
特別支援教育に関する情報を共有し、全
教員で理解を広めながら特別支援教育を

推進していく。

６．各教科で評価基準が適正であるか確認
し、学期ごとの評価の検証も慎重におこ

なった。生徒、保護者が評価方法を十分に
理解できるよう、これからも授業や保護者
会の中で評価方法の説明を丁寧に行って

いく。

１．教育目標、学校経営方針、学校評価に
ついて、学校だよりや学校ホームページに
掲載したり、学力向上推進プランやいじめ
防止基本計画などの情報を広く発信した。

２．地域教育連絡協議会で学力調査の分
析結果や学校生活の様子、生徒たちの健
康に関する情報などを提供し、現状をよく
理解していただき、適正な学校評価がおこ

なわれるようにしていく。

３．学校支援本部の方々に、見守りパト
ロールや学校行事の手伝い、面談練習な
どのマナー指導などについてご協力いただ
き、生徒は地域の方々の協力を強く感じて

いる。

４．家庭学習の習慣を定着させるため、定
期考査前に学習計画の作成と実施後の確
認を行い、目標に向けて計画的に学習が

できるよう取り組んだ。

５．自治会主催の行事や祭礼などに、生徒
が手伝う立場で参加することにより、地域

に貢献し、地域の方々と交流を深める機会
を持つことができた。

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

子ども一人ひ
とりの身体活
動量を増加さ
せて意欲や
気力の元とな
る総合的な体
力を育みま
す。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。

生徒のやる気を引き出し、生徒の個性や能
力を伸ばす部活動指導を全教員が取り組
む。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法につ
いて、指導する。

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

信頼関係を築く「粘り強い指導」、自己肯定
感・自己有用感を高める「ほめる指導」、温
かい「丁寧な言葉がけ」を全教員が意識し
て実践し生徒の生きる力の育成に努める。
する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。
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校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

新体力テストの結果を踏まえ体力向上全
体計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」運
動を実践する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

○部活動参加率

○マラソン大会
　目標記録更新割合

○生徒・保護者
　アンケート
　・「部活動は充実して
　　いる｣との質問に
　　対して「そう思う」・
　　「やや思う」と答えた
　　割合

これらの割合の平均値
１：

60％
未満

３：

７0％
以上

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの健全な
自己肯定感・
自己決定力
を高め、未来
への希望に
満ちた豊かな
人間性を育
みます。

豊
か
な
心
を
育
む

学
力
向
上

言語活動の充実を図りながらアクティブ
ラーニング型の「分かる授業」やＩＣＴを活用
した授業を全教員が工夫実践する。

成果
評価

学校関係者記入欄
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これまでの取組
今後の改善策

目標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

教員の指導
力向上、施設
の整備や講
師・支援員の
配置などの
学校サポート
体制の充実
に取り組み、
学習環境の
向上を図りま
す。

適正な評価基準を設定するとともに、説明
責任・結果責任に耐えうる評価方法を全教
員が工夫実践する。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

家
庭
・
地
域
の
教
育
力
向
上

学校・家庭・
地域の果た
すべき役割
や責任を明ら
かにするとと
もに相互の連
携を深め、地
域とともに子
どもを育てる
仕組みをつく
ります。

4

3

１：

70％
未満

２：

60％
以上

生徒の学力の向上を図るために、毎日の
家庭学習を励行する。

２０２０東京オリンピックパラリンピック開催
を踏まえ、生徒の自主性や自立性を伸ば
す指導を行い、生徒会活動の活性化を図
る。
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１．体力向上を目指した「一校一取組」とし
てマラソン大会を実施し、目標記録更新を
目指して、練習期間からの継続した取り組

みを行っている。

２．5月と10月を「早寝・早起き・朝ごはん」
月間として、プリント資料や学級指導によ
り、家庭と協力しながら基本的生活習慣と
望ましい食生活の確立を目指していく。

３．給食指導では、給食だよりを通して地
産の食材についての紹介や栄養と健康に
関する情報を発信し、生徒の食に対する興
味・関心を高め、食生活の充実を目指して

いる。

４．生徒の運動習慣確立のため、10月に縄
跳び週間、11月にマラソン大会を実施し、
休み時間の練習を含め、継続して運動す

る機会を設けている。

５．部活動に教員がみな関わりを持ち、生
徒がスポーツや音楽、書道、ものづくりな

ど、自らの資質や能力を伸ばし豊かな学校
生活を送ることを目指している。

目標に対する成果指標

４：

80％
以上

３：

70％
以上

２：

60％
以上

１：

60％
未満

４：
①
90％
以上
②
2.5％
未満

３：
①
80％
以上
②
3.5％
未満

２：
①
70％
以上
②
4％
未満

１：
①
70％
未満
②
4％
以上

４：

80％
以上

３：

７0％
以上

２：

60％
以上

１：

60％
未満

○生徒・保護者
　アンケート
・「学校は学級や学校
　の様子を積極的に
　知らせている」
・「学校は地域力を
　いかしている」
・「生徒は地域の活動
　に貢献している」
・「学校が推進する
　家庭学習の励行を
　心がけている」
…との質問に対して
「そう思う」・「やや思う」
と答えた合計の割合

４：

90％
以上

３：

80％
以上

○生徒・保護者
　アンケート
・「授業がよく分かる」
・「学力が向上した」
・「教員が学習指導
　方法　を工夫・改善
　している」
…との質問に対して
「そう思う」・「やや思う」
と答えた合計の割合

２：

70％
以上

◆前欄にも書いたが、生徒会活動が活発であると推測される。

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

体
力
向
上

教
育
環
境
向
上


